
いったんタバコを吸い始めてニコチン依存症になってしまうと、毎日タバコを吸い続ける生活になっ

てしまいます。そうなると常にタバコを持ち歩くことになり、無くなるたびに買い続けなければなりません。

仮に２０本入りのタバコ１箱が６００円とし毎日買い続けたとすると年間２１万円以上が必要です。そんな

生活を１０年、２０年、３０年と続けると下図ように費用がかかるのです。言い方を変えれば、タバコを吸

い始めなければこれだけの金額が節約できるわけです。 

そして、なによりもタバコを吸い続けると自身の健康が損なわれ病気になる可能性は高くなります。

病気になると快適な生活を送ることができなくなり、治療が必要になる場合も多くなります。 

下のグラフは、その

治療費に関する研究を

厚生労働省がまとめた

ものです。それを見ると

喫煙者が禁煙すると、

禁煙期間が長くなるに

つれて、医療費が減っ

ているのがわかります。 

 

つまり、タバコを吸い

始めると、多額の購入

費用を出費した上に、

病気になって医療費も

多くかかってしまうわけ

です。 

 

まるで病気になるた

めにお金を出して、病

気になれば治すための

お金も出しているように

思いませんか。 

 

「もったいない」です

よね。 
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